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xy平面上に連立不等式 x+ y ≦ 4, 5x− 7y ≧ −40, x− 3y ≦ −8 の表す領域Dが

ある．点 P(x, y)がD内を動くとき，x2 + y2 の最小値は キ であり，最大値は

ク である．
(24 慶應大 薬 1(3))

【答】
キ

32
5

ク

64

【解答】

D :


x+ y ≦ 4

5x− 7y ≧ −40

x− 3y ≦ −8

A

B

C

2⃝

3⃝

1⃝

−8 x

y

O

3直線

x+ y = 4 …… 1⃝
5x− 7y = −40 …… 2⃝
x− 3y = −8 …… 3⃝

について，交点の座標を求める．

1⃝と 2⃝の交点 Aの座標は A(−1, 5)

2⃝と 3⃝の交点 Bの座標は B(−8, 0)

3⃝と 1⃝の交点 Cの座標は C(1, 3)

であり，不等式の向きも考慮すると，領域 D は右図の斜線部分である．境界も含む．
点 P(x, y) が D 内を動くときの x2 + y2 のとり得る値の範囲は，x2 + y2 = r2 とおくと，

x2 + y2 = r2 を満たす点 (x, y)が領域 D に存在するような 0以上の値 r2 の集合である．こ

れは原点 Oを中心とする半径 r の円と領域 D が共有点をもつような r2 の値の集合である．
r が最小となるのは，r が Oと直線 3⃝ : x− 3y + 8 = 0の距離に等しいときであるから

(r の最小値) =
|0− 0 + 8|√
12 + (−3)2

= 8√
10

である．すなわち，r2 の最小値は 82

10
= 32

5
である． ……（答）

rが最大となるのは，図より円 x2 + y2 = r2 が点 B(−8, 0)を通るときであり，r2 の最大値

は (−8)2 + 02 = 64 である． ……（答）


